
『北
極
科
学
賞
』を
受
賞

な
ど
が
選
ば
れ
た
。

天
文
班
に
所
属
す
る
是

案

測

えヽ

実

、
観
測
方
法
や
予

将

来
、
是

永

さ

ん

の
提

し
、
科
学
の
最
前
線
の
場
　
者
に
知
ら
せ
る
。

る
結
果
な
ど
を
考

案
を

基

に
し

た
観

測
が

で
あ
る
極
地
で
行
い
た
い
　
　
今
回
は
全
国
２７

４
一
一と
≡
な
で
の

北
極

で
行
わ

れ
る
と

い

〒
究
や
実
験
、
調
査
を
中
　
４

１
２
件

の
応
一

べ
る
の
が
大
変
だ

っ
た
け

ど
、
満
足
で
き
る
提
案
が

で
き
た
。
受
賞
を
聞
い
た

と
き
は
う
れ
し
か

っ
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

２３
日
に
は
極
地
研
究
所

で

「南
極
北
極
ジ

ュ
ニ
ア

フ

ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
」

が

開

か

れ
、
是

永

さ

ん

が
提
案
内
容
を
発
表
し

た
。

屋
代
高
校
付
属
中
学
校
１
年
生
の
是
永

京
子
さ
ん

（
１２
）
は
ヽ
国
立
極
地
研
究
所

＝
東
京
都
＝
が
全
国
の
中
高
生
か
ら
極
地

で
実
施
し
た
い
研
究
を
募

っ
た

「第
９
回

中
高
生
南
極
北
極
科
学

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、

最
高
の

「北
極
科
学
賞
」
を
受
け
た
。
同

研
究
所
に
よ
る
と
、
県
内
の
中
学
生
が
最

高
賞
を
受
け
る
の
は
初
め
て
。
北
極
と
日

要
三
か
ら
募
る
こ
と
で
科
　
り
、
「南
極
科
学
賞
」
と
「北
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送一奎
妻
≦
一え
言
ε
違
い
　
　

つヽ
。

手
へ
っ
興
味
を
深
め
て
も
　
極
科
学
賞

一
の
二
つ
の
最
　
永
さ
ん
は
、
夏
休
み
Э
全
　
一三
撃
三
一一一．極
で
流
塁
群
の
　
　
是
永
さ
ん
は

「知
識
が

こ
う
≡
菫

）^
最
高
賞
を
受
　
一局
賞
を
は
じ
め
、
優
秀
賞
　
宿
で
ベ
ル
セ
ウ
ス
蔓
注
三
　
一尋
一各

ニ

ル
一題
し
た
提
案
　
足
り
な
く
て
い
ろ
い
ろ
調

屋代高付属中の是永さん

群
を
観
測
し
た
際
、
「
緯
　
書
を
ま
と
め
た
。

度
が
違
う
と
見
え
方
は
ど
　
　
極
地
研
究
所
は

「提
案

う
変
わ
る
の
だ
ろ
う
」
と
　
者
は
定
期
的
に
天
文
観
察

疑
間
を
抱
き
、
コ
ン
テ
ス
　
を
行

っ
て
お
り
、
研
究
者

卜
に
応
募
し
た
。
　
　
　
　
と
生
徒
の
連
携
が
期
待
で

天
文
学
や
地
学
の
本
を
　
き

る

」
と

評

価
。
近

い

轟
憲

「北極科学賞」 を受 けた提案書
を手にする是永 さん

長野市民新聞 (11月 24日 )より


